
活動報告 

団 体 名 ロハス南阿蘇たすけあい 

活 動 名 農業復興ための包括的取組(人的、資金的援助を中心にした取組) 

活動期間 2018 年 4 月～2019 年 3 月 

活動の成果 

継続して南阿蘇村の基幹産業である農業に対してのアプローチを実施しまし

た。  

小規模な解体を 20 件程度実施しました。ハウスのメンテナンスに関しては 30

棟を実施しました。またハウスの移設に関しては 3 棟を実施して、草刈りや収穫

手伝いに関してはほぼ毎日のように実施してきました。  

当団体が活動当初から継続していることとして、活動開始当初から継続して

Facebook での情報発信を行ってきました。  

どうしても中山間地域で高齢化が進んでおり、外部に向けた情報発信は難しい

部分であり、今後の課題でもあると痛感しています。継続した活動が取り上げら

れメディアへの露出や講演の依頼などもされるようになりましたが、被災者の声

を代弁しているのみで、もっと被災者地震にフォーカスが当たるように今後も活

動を継続していきます。 

寄付者への 

メッセージ 

この度は当団体の活動にご理解とご協力を賜りまして誠に有難う御座います。  

今回で熊本地震の支援は最後だと伺っておりますが、まだまだ熊本地震の爪痕

は大きく残されています。  

震災前の熊本に戻ることはかなり難しいかもしれませんが、あきらめることな

く活動を継続していきます。  

全国的に災害が多発しており、ボランティアのニーズは多様化しています。熊

本地震の復興に関心を寄せて頂いた皆様が変わらずに全国の災害復興に対して、

ご理解とご協力を示して下さることを願っています。  

また今回皆様のご協力によって、様々な支援活動を熊本で展開することが出来

ました。全国で災害が発生した際には、必ず恩返しに向かいます。  

本当に有難う御座いました。  

最後のお願いになりますが、どうか熊本地震の被災者がまだいることを忘れな

いでください。 

 

  



（活動のようす） 

 


